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ノラマエ ックス線写真な らびにエ ックス線CT画

像 を用いた。

　埋伏過剰歯の顎骨内での位置の特徴や傾向を把

握するために,臨 床で最 も多くみ られる逆生およ

び水平位の過剰歯が1歯 存在 した混合歯列期の

45例 を抽出 した。撮影 された画像デ ータをもと

に,ZIOソ フ ト社 製ExavisionLite　 Ver1.02　e

を用いて,仮 想咬合平面 と直交する基準平面を設

定 し,過 剰歯の大 きさ,隣 接中切歯や骨 との距離,

中切歯の傾斜角度,切 歯孔の被覆状況などについ

て計測 した。

【結果および考察】計測の結果,過 剰歯が中切歯

の舌側に位置する群(以 下,舌 側群)と 正中部に

位置する群(以 下,正 中群)と の比較では,過 剰

歯か ら口蓋骨縁までの距離は,舌 側群の方が正中

群 より短 く,中 切歯 との距離は,正 中群の方が短

かった。 さらに,鼻 腔底 との距離は正中群の方が

有意に短かった。また隣接中切歯の仮想咬合平面

に対する歯軸傾斜角度では,過 剰歯の存在する患

側の中切歯が健側に比べて有意に大きく,過 剰歯

の存在によって中切歯が直立する方向に萌出 して

いると考えられた。切歯孔はほとんどの症例で過

剰歯の影響を受け,舌 側群の被覆率が高かった。

【まとめ】今回の結果から,逆 生および水平位の

埋伏過剰歯における顎骨内での位置等 について,

その特徴の一端 を把握す ることができた。 また中

切歯の舌側に位置するものと正中に位置す るもの

とではその状況 も異なる傾向にあることがうかが

えた。

　 3)上 顎正中部埋伏過剰歯のエックス線CTに

　　　よる三次元的観察

　　　　　　○岡　 琢弓1,島村 和宏2,鈴木 陽典3

　(奥羽大 ・大学院・小児歯科1,奥羽大 ・歯・成長発育歯2
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【緒　言】 これまで小児の過剰歯に関 して,各 種

エ ックス線写真から発現頻度や部位など,臨 床統

計的観察や症例報告がなされてきた。近年,エ ッ

クス線CT装 置の導入 ・利用が積極 的にな され,

埋伏過剰歯についても報告があるが,顎 骨内での

三次元的な位置や隣接する永久切歯との相互の位

置関係などについての定量的観察はみ られない。

そこで,埋 伏過剰歯の位置ならびに隣接する永久

切歯との位置関係を三次元的に観察した。

【材料および方法】使用した資料は,小 児歯科外

来に来院 した上顎正中部に埋伏過剰歯を有す る小

児で,診 断および処置の必要性から撮影 されたパ

(30)


